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所管業務と特徴
役職と職務

会議体と各チームの所管業務

チームミーティング

サポートグループ

部長（全カリ部長）

全カリ委員会
（全学共通カリキュラム
運営センター委員会）

グローバル教養副専攻
構想・運営サブチーム
ミーティング

コア会議

言語教育研究室

教務委員会

全学で支える全学共通カリキュラム運営センター

専任教員の科目担当ルールと一定の専任教員担当率の確保（専任担当ルール）

多様な学びの形態を用意

科目の企画提案の仕組みを整備

専属の事務体制を配置
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全カリ運営センターを代表し、
その運営を統括します。専任教
員の中から総長が任命し、全カリ
委員会の委員長を兼務します。
さらに大学の最高意思決定機関
である部長会に出席し、大学全
体の校務に参与します。

全カリ部長、全カリ副部長、全
カリ委員（言語チームリーダー、
総合チームリーダー、各学部長、
教務部長）で構成し、全カリ運
営センターの所管事項、全カリ
委員会の発議による事項を決定
します。原則として月１、２回
の開催です。

全カリ部長、全カリ副部長、言
語チームリーダー、総合チーム
リーダーによって構成され、必
要に応じて関連部門を交えた
ミーティングとして開催します。

英語教育研究室、ドイツ語教育研究室、フランス
語教育研究室、スペイン語教育研究室、中国語教
育研究室、朝鮮語教育研究室、諸言語教育研究室
で構成し、それぞれ主任および室員が配置されて
います。また、各言語教育研究室は、言語チーム
の指示により、教員配置や教務事項、授業方法・
授業形態の立案、予算の立案ならびに執行、担当
者連絡会・FD セミナー等の企画と実施を担当し
ます。

全ての専任教員は、全学の合意に基づいて定められた担当ルールに従い、全学共通科目を担当します。そのため、所属学部の教員で
あると同時に、全学共通カリキュラム運営センターの教員として、全ての学生に対して教育責任を負っています。

総合系科目では、外国語で日本について学ぶ科目（F科目）や演習形式の科目（「立教ゼミナール」等）など、多様な学びの形態を用
意しています。また、言語系科目での日本手話、総合系科目でのスポーツ実習の科目など、科目の特性によりチームティーチング（１
科目あたり2名の教員が常時参加）できる仕組みを整備するなど、フレキシブルな担当形態を用意しています。

各教員が研究内容等に応じて、総合系科目で開講する科目を企画・提案することができます。講義形式の「コラボレーション科目」、
演習形式の「立教ゼミナール発展編」の2種類があります。

全ての学部・学年を対象に展開する言語系科目、総合系科目の編成と運営を保障するため、一般の教務事務とは別に専属の事務部門
を設置しています。全学共通科目のカリキュラムマネジメント、全カリ運営センターの組織マネジメントなどを担う事務局（全学共通
カリキュラム事務室）として専属スタッフを配置しています。

全カリサポーター（学部選出、総長任命）で構成され、
主に総合チームの指示により、教育方法の研究開発、教
員配置、教務事項に関する事項等について総合チームメ
ンバーに必要情報を提供し支援します。人文学系サポー
トグループ、自然科学系サポートグループ、社会科学系
サポートグループ、スポーツ人間科学系サポートグルー
プのいずれかのサポートグループに属します。必要に応
じて、グローバル教養副専攻に関する業務の一部として、
言語チームの活動を支援する場合があります。

全カリ部長、全カリ副部長、言
語チームリーダー、総合チーム
リーダーによって構成され、全
カリ運営センターにおける審議
事項を決定し、必要に応じて全
カリ委員会への上程を了承しま
す。

全カリ部長、全カリ副部長、言
語チームリーダー、総合チーム
リーダーによって構成され、全
学共通科目における教務事項を
決定します。

言語チームミーティング、総合
チームミーティングは、チーム
リーダー、チームメンバー、陪
席の全カリ部長、全カリ副部長
によって構成され、言語系科目、
総合系科目のカリキュラム編成、
科目担当者人事、予算執行など
を所管します。

副部長（全カリ副部長）
全カリ部長を補佐し、全カリ部
長に事故のあるときはその職務
を代行します。専任教員の中か
ら全カリ部長と協議の上、総長
が任命し、教務、自己点検・評価、
FD、その他全カリ部長が指示す
る事項を担当します。教務委員
長、グローバル教養副専攻構想・
運営サブチームリーダーも兼務
します。

チームリーダー
言語系科目構想・運営チーム（言
語チーム）または総合系科目構想・
運営チーム（総合チーム）を代
表し、当該チームの運営を統括
します。言語チームリーダーは、
異文化コミュニケーション学部
所属の専任教員の中から、全カ
リ部長と協議の上、総長が任命
します。総合チームリーダーは、
専任教員の中から、全カリ部長
と協議の上、総長が任命します。

チームメンバー
言語チームメンバーは、各言語
教育研究室主任が兼務します。
主任は、所属する言語研究室の
室員の互選により選出し、全カ
リ委員会の議を経て総長が任命
します。総合チームメンバーは、
専任教員の中から、全カリ部長
と協議の上、総長が任命します。

カリキュラムの構成
全学共通科目（2016年度以降）

言語系科目

言語系科目

構成 科目名 履修期

言語A（英語）

必修科目 *1

導入期（1年次春学期）～
英語ディスカッション1・2
英語リーディング＆ライティング1・2
英語プレゼンテーション
eラーニング

自由科目 形成期（2年次春学期）～

言語B

必修科目
導入期（1年次春学期）～～語基礎1・2 *2

大学生の日本語A～D *3

自由科目 *4 形成期（2年次春学期）～

総合系科目

科目群 カテゴリ 履修期

学びの精神 導入期（1年次春学期）～

多彩な学び

1．人間の探求
2．社会への視点
3．芸術・文化への招待
4．心身への着目
5．自然の理解
6．知識の現場

形成期（1年次春秋学期）*～

スポーツ実習
スポーツプログラム

導入期（1年次春学期）～
スポーツスタディ

*1　一定以上の英語力をもつ学生には、別途、上級科目が用意されている（ディスカッションを除く）。
*2　「～語」は、それぞれドイツ語・フランス語・スペイン語、中国語・朝鮮語・ロシア語（文学部のみ選択可）と読み替え。
*3　外国人留学生のみ選択可。
*4　言語必修科目履修免除（単位認定）者は、1年次から当該言語の自由科目を履修できる。
　　また、第3の言語として他の言語B の1言語について「基礎～語入門」「基礎～語初級」を履修できる。

*　  多彩な学びで開講する「立教ゼミナール発展編」「RSLゼミナール」は、完成期（3年次春～4年次秋学期）の履修を推奨する。

言語 ドイツ語、フランス語、スペイン語、 　
中国語、朝鮮語、ロシア語、日本語

言語　英語

必修科目 必修科目

英語ディスカッション１・２

英語プレゼンテーション１・２

英語リーディング＆ライティング１・２

英語eラーニング

～語基礎１・２

A B
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多文化共生を視野に入れた「異文化理解」を深めるとともに、異なる文化に属するさまざまな人々とコミュニケーションを図れる「言語
運用能力」の修得を目指しています。この理念から、全学共通科目の言語系科目では「英語を含む２言語必修」を採用し、英語（言語A）の他に、
言語B としてドイツ語、フランス語、スペイン語、中国語、朝鮮語、ロシア語から１言語を選択して学びます。ロシア語は文学部生のみ、日
本語は外国人留学生のみが必修科目として選択できます（文学部文学科ドイツ文学専修・フランス文学専修を除く）。
複数の言語を学ぶこと（複言語主義）により、すべての学生が、複眼的な思考を備えた真の国際人として活躍できる力を身につけるため

の教育に取り組んでいます。

徹底した少人数クラスで英語を用いてディス
カッションすることで、今まで得た英語の知
識を実際のコミュニケーションの場で使う経
験を積み、相手のことを理解し、自分の意見
を発信できるインタラクティブな英語力を身
につけます。

さまざまな英文を効率的に読むためのリー
ディング・スキル（スキミング、スキャニン
グなど）や、文章構成、パラグラフ、アウト
ライティングの作成方法を学び、より高度な
内容、より長い文章を書く能力を養います。

入門から初級程度の文法をひと通り習得し、それ
ぞれの言語の簡単な読解、初歩的な日常会話の習
得を目指します。

※言語A,Bでは、さらに言語学習を深めるこ
とを目的として、必修科目の言語を2年次以
降もレベルに合わせて学ぶことができます。
また、日本手話、ポルトガル語を自由科目と
して開講しています。

PCを用いた授業でリーディング力とリスニン
グ力を強化し、英語の基本スキルを伸ばしま
す。インターネット環境を利用するため自宅
からもアクセスでき、授業時間外の自主学習
が可能です。自分のレベル、ペースにあった
自律的な学習方法を身につけます。

英語を総合的に使える力を育成します。さま
ざまな英語の資料を、自分の意見を論理的に
まとめ、クラスメイトの前で英語を駆使して
発表します。段階的に長いスピーチや高度な
プレゼンテーションに挑戦します。
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全カリ部長、全カリ副部長、全
カリ委員 ( 言語チームリーダー、
総合チームリーダー、各学部長、
外国語教育研究センター長、教
務部長）で構成し、全カリ運営
センターの所管事項、全カリ委
員会の発議による事項を決定し
ます。
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全学共通教育事務室（6号館1階） セントポールプラザ
（ローソン）

ポール・ラッシュ・
アスレティックセンター

立教池袋中学校・高等学校
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